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	飯舘村森林組合　菅野、佐久間
	
	

	パスコは、飯舘村復興対策課（以下、「飯舘村」という。）と、平成30年度ふくしま森林再生事業年度別事業実施計画作成業務委託（以下、「本業務」という。）に関する第3回打合せを実施した。

【議題】
1) 同意取得業務関係
2) 年度別計画関係
3) 今後のスケジュール確認
4) その他

【打合せ内容】
1) 同意取得業務関係
· 14林班の同意は全て取得済みである。最後の取得は11月14日であった。

2) 年度別計画関係
①現地作業全体（測量関係）の進捗状況確認
· 森林組合は植生界の測量中に転倒し測量機器を破損した。修理は11月末が目途である。
· 村有林の外周の測量は完了しており約15haである。12月上旬から植生界の測量に着手し年内の終了を目指す。
· 植生界の測量後に林分調査（標準地）に着手する。パスコは12月4～7日の日程で現況調査に入る予定である。
· 村有林の概況は次のとおりである。
・全体的に急傾斜で岩が多い。沢からのアクセスは岩盤で危険なため尾根を通る必要がある。
・スギは60cm以上の大径木が多い。森林簿にヒノキは無いが植栽されている。また、スギ・ヒノキは間伐の形跡が見られない。アカマツは北側の尾根には大径木が見られるが、その他は成長が悪く灌木が多い。
· [bookmark: _GoBack]北側の林業専用道計画は別事業で平成32年に完成予定であり、平成31年から着工すると推測される。この林道が完成しないと北側林分からの搬出は不可能である。
· 村有林南側へのアプローチは既設の林道を延伸する必要があるが、延伸するためには、公社造林地を通過する必要があるため、提携する必要がある。
· 除伐予定の林分では林分調査（標準地）の際に束数調査が必要である。
· 詳細な土壌調査は荒廃森林等調査時のみであり、林分調査（標準地）では実施しない。
· 施業の発注設計に必要な項目は県→飯舘村→パスコのルートで提供いただく。

3) 今後のスケジュール確認
· 村有林の測量成果及び設計数量を早めに納品してもらい2/10までに、施業分の発注を行いたい。そうすると春から施業に入れるようになる。
· 事業対象面積は調査結果により約50haから変更になる可能性がある。
· 村有林のみでは目標面積に達しないため民有林へ広げていく必要がある。
· 1月中にどの程度の工期延伸が必要か検討し、協議する。
· 次回会議は12月20日（木）14：00～とする。
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